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平成 25年日本赤十字放射線技師学術総会開催報告 
日本赤十字社診療放射線技師会 

学術担当理事 安彦 茂 

 

平成 25年日本赤十字放射線技師学術総会が平成 25年 6月 6日・７日の 2日間、東京国際フォーラム

D5で開催されました。今回は、北海道や沖縄などの全国の施設から 126名の会員に出席して頂き、盛

会のうちに終了いたしました。 

 

 

本社講演を、日本赤十字社 事業局 医療事業部 医療課課長 猪狩 浩佳様にしていただきました。 

  

医療情報分科会のシンポジウムが開催されました。また、臨床画像を実際にモニタの実機を使って展示

していただきました。 
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教育講演は、「職場におけるコミュニケーションの重要性について」（株）プラネットファイブ 代表取

締役 田中 和彦 先生に、楽しいグループワークを交えたお話をしていただきました。 

 

 

ＣＴ分科会講演「ＣＴの被ばく低減を考える」を京都第二赤十字病院 河本 勲則 先生にしていただき

ました。 

 

研究発表は 13 題あり、最優秀発表賞に、「透析サポートチームでの放射線技師の役割」 庄原赤十字病

院 安井 哲士様が選ばれました。また、優秀発表賞は、深谷赤十字病院 成田 麻美様，伊勢赤十字

病院 山中 敬之様，広島赤十字・原爆病院 湯門 慎治様の 3名が選ばれました。 
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